
 

 
                           

      
        

コロナ禍にあって、これまで幾度か開催を見送ってきた「シ
ルバーフェスタ in 流山」が、令和５年２月 14 日（火）に遂

に開催することができました。前日の雨が一転し、冬晴れの
なか、午前10時から井崎市長はじめ来賓の方々をお迎えし、

神田会長の挨拶で開会となりました。 
「シルバーフェスタ in流山」は、「いつまでも 元気に い

きいきと」をテーマとして、流山市シルバー人材センターの
活動を広く市民の皆さまに知っていただくとともに、会員相互の交流により連帯意識の醸成を図ること

を目的としたものです。フェスタを盛り上げるため会員及び会員OBが、舞台への出演、ギャラリーへ
の作品の出展など積極的に参加し、フェスタに花を添えました。また、健康チェックコーナーでは、市

役所の全面協力をいただき、保健師による保健指導が行われました。 
講演会では、万華鏡作家の中里保子さんから作品の展示もいただき、ご講演と併せて万華鏡の世界観

を体験することができました。また、阿藤整形外科医院長からは、シルバーフェスタのテーマに沿って、
高齢者の関心が高い健康についてご講演いただきました。 

皆さまのご支援とご協力により、平日にもかかわらず約250名の来場者があり、スタッフ一同、楽し
いフェスタができたと満足した一日でした。会員の皆さま、ありがとうございました。 
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 シ ル バ ー ラ イ フ で  豊 か な 人 生 を ！ 
 

神田会長挨拶と井崎市長及び来賓の方  々

市役所職員による 
健康チェックコーナー 

フェスタ終了後のスタッフ全員による集合写真 

会員及びOBのギャラリーへの出展 
阿藤整形外科医院長 
による健康講演 

万華鏡作家 
中里保子さん 
による講演 



 
      
 
『令和４年度 第 11回理事会』 ２月６日（月） 

【報告事項】 
① 令和４年12 月の当センターの運営状況：会員数は755 名（男性571 名・女性184 名）で前年比

30 名増（男性９名増・女性 21 名増）、就業率は 76.7％で前年比 1.2％減（派遣会員 13 名を含め
ると就業率は78.4％で前年比1.4％減）、事業実績累計は前年比6.1％増、12月単月事業実績は前
年比1.9％増 

② 中長期計画令和４年度四半期別実績 
③ 除草班長会議1/26（木）の内容 
④ 支払督促申立に係る訴訟はシルバーの主張が認められた 
⑤ 安全就業指導員に任命（井戸川 八朗 会員、工藤 新治 会員）（２月１日付け） 

【協議事項】 
① １月の新入会員11名（男性７名・女性４名）の承認と、退会会員４名（男性４名）の報告 
② 除草作業に係る請求金額の貸倒損失 
③ 役員賠償責任保険の加入 
④ 令和５年度事業計画 
⑤ 令和５年度予算（インボイス対応含む） 
⑥ 「シルバーフェスタ in流山」の実施 

『広報委員会』 ２月３日（金） 
① 会報２月号原案のチェックと校正 ② 会報３月号掲載記事の検討 ③ ホームページ刷新作業進
捗状況 ④ 「シルバーフェスタ in流山」への広報委員対応 

『安全適正委員会』 
【器具点検報告】 ２月４日（土） 
① 脚立：２台外部修理検討、現場修理はピン交換２台・止め鎖２台（＊使用中の脚立は、担当班長が
使用前に点検することとする） ② 補充：箒７本、熊手７本、安全コーン２本 

【全体会議】 ２月９日（木） 
① 令和４年度安全指導員会議報告（ビデオ視聴） ② 県シ連「安全就業ニュース」12月号 事故事
例および対策、同 1 月号 入院事故発生 および 剪定作業で脚立から落下 ③ 当センター事故報告 
物損事故１件 1/24（日）剪定作業中に依頼者宅のケーブルを切断 累計6件 ④  安全標語＆ヒヤ
リハット体験談募集の折込チラシを会報２月号に入れる ⑤ 就業時間月 90 時間以上への対応につ
いて継続協議とする 

『女性部会』 ２月16日(木) 
① 女性限定入会説明会 3/23（木）の役割等細部を決定 ② 令和 5 年度事業計画案を協議 ③ 欠員
地区の部員補充を協議 ④「 ふれあいの家」の今後について協議 

『館長等会議』 ２月20日（月） 
① 「シルバーフェスタ㏌流山」の経過と実施・評価 ② 令和５年度の事業計画（各施設の自主事業、
指定管理期間満了施設への取組 他） ③ 令和５年度シルバー執行計画と職員体制 ④ 各施設の運
営状況等の報告 ⑤ その他（救命講習会の日程、USBの受渡取扱要領 他） 

『就業開拓・会員拡大部会』 ２月８日（水） 
① 当部会が提案した新ホームページの概略イメージ紹介 ②「気軽にできる仕事、やりたい仕事の
アンケート」の配布対象に９地区２つの班を選定し、会報２月号で会員宛配布 ③ 新規事業提案に
関する議論の継続 

『シルバーフェスタ実行委員会』 ２月21 日（火） 
「シルバーフェスタ in流山」終了後のまとめ、反省・感想等を話し合った。 
① 全体として反省点はあったが、参加者・来場者が喜んでくれて無事に終了できた ② 当会スタッ
フを含む来場者の延人数 は約250 人、アンケート回収146 人 ③ トルコ・シリア地震義援金 当日
30,012 円（理事会まで募金を継続中） ④ ホールでは、全体的な打合せ、舞台でのリハーサルが必
要だった ⑤ ギャラリーの出品者32人、122作品 ⑥ 中会議室での入会登録説明会実施者７人 
⑦ 演習室での流山市高齢者支援課・保健センターによる「健康チェック」は、部屋が会場最奥にあり、
場所の設定が良くなかった ⑧ その他：40周年記念行事については理事会で協議する 
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 あせるな 急ぐな 気を抜くな それが貴方の命を守る 
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■『シルバー友の会・同好会がシルバーフェスタに参加・協力』 
シルバーフェスタを盛り上げるため、シルバー友の会及び

各同好会が参加し協力しました。 
ギャラリーでは、写真同好会と水彩画同好会が出品し、好

評を得ました。一方、友の会ＰＲコーナーでは、ゴルフ同好
会・パソコン同好会・歌声広場等の説明と写真を綺麗に飾り

付け、訪れた方々にゴルフコンペ・パソコン相談・友の会入
会などの話題を提供しま

した。舞台の歌声広場では、少人数の参加でしたが、映像と音響に
合せて大きな声で唄い合いました。 

 コロナ感染も終息に近づいて友の会活動の自粛も終り、４月以
降、バス旅行・ウオーキング・パーティ等を計画しております。ま

た会員・OBの皆さまと楽しい時間が過ごせることを楽しみにしてい
ます。                   （横田清四郎・記） 

 
 
 
          

２月 21 日（火）午前９時に集合し、流山市立江戸川台小学校で、総勢 40 名（植栽グループ会員33

名、事務局等７名）による校庭木剪定のボランティア活動を実施しました。 

作業前の朝礼、神田会長および上原校長の挨拶に続き、ラジオ体操で体をほぐし、作業段取りおよび
注意事項の説明後、それぞれの場所で作業を開始しました。今回は、神田会長と寺門で巡回指導を行い、

正面玄関付近の高木の剪定や道路にはみ出た生垣
の剪定を中心に実施しました。 

好天にも恵まれ、トラブルもなく、午前11時40

分頃には無事終了し、髙村副会長の講評を行った

後、正午に解散しました。 

学校から暖かいコーヒーやお茶の差し入れもあ

り、終了に際し、校長先生からお礼の言葉をいた
だきました。植栽グループにとっては、何よりの

励みであり、今後のボランティア活動への意欲に
つながりました。        （寺門 正美・記） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

同好会名 開催日① 開催日② 開 催 場 所 開 始 時 刻 連 絡 先（入会等） 
ゴ ル フ  3/16(木)  4/20(木) 野田市PG場 (ひばり) 08：30（ｽﾀｰﾄ） 鈴木 080-3461-6820 
パソコン  3/21(火)  4/18(火) コミュニティプラザ 14：00 ～ 横田 080-6117-4426 
写  真  3/28(火)  4/25(火) コミュニティプラザ 14：00 ～ 小島 04-7154-9377 

（３） 

友 の 会 だ よ り 
「流山シルバー友の会」は、人材

センター会員とＯＢの「いきがい

づくり」を応援する組織です 

 

バス旅行およびウオーキング等の計画について 
◆４月に日帰りバス旅行を実施します：霞ヶ浦総合公園→茨
城空港→道の駅たまつくり＜詳細は折込を参照ください＞ 

◆歌声広場：４月26日(水) 森の倶楽部  13：00 ～16:00 
 参加費  友の会員300円、シルバー会員およびOB 400円 

 日々 新た だろうだったは 事故のもと 

友の会活動の紹介コーナー 

ギャラリー・作品展示コーナー 



 
        
日 曜 ３ 月 の 予 定  日 曜 ４ 月 の 予 定 
16 木 女性部会 

 

１ 土  
17 金  2 日  
18 土  

3 月 
館長等辞令交付式（シルバー人材センター） 
事業運営委員会 19 日  

20 月 配分金支払日 4 火  
21 火 春分の日 5 水  
22 水  6 木  
23 木 女性限定入会登録説明会（森の倶楽部） 7 金 広報委員会 安全パトロール 
24 金  8 土  
25 土  9 日  
26 日  

10 月 
入会登録説明会（シルバー人材センター） 
理事会 27 月  

28 火  11 火 入会登録説明会（南流山センター） 
29 水  12 水  
30 木  13 木 安全適正委員会 
31 金  14 金  
   15 土 「シルバー流山」発行 

 

◎新入会員のご紹介（敬称略）（〇で囲んだ数字は地区名） 
氏家 敏秋 ④ 中村 文子 ④ 谷口 滿  ⑤  清水 聰  ⑥ 樋口 光義 ⑥ 染谷 敏文  ⑧ 

 

◎令和５年度会費の納入について 
本年５月31日までに新年度会費 2,400円の納入をお願いします。納入方法は以下のとおりです。① シルバー

人材センター窓口での納入 ② 就業場所等で取りまとめたうえで当センター窓口での納入 ③ 郵便局での納入
⇒口座番号：00190-6-547502 口座名義：公益社団法人流山市シルバー人材センター 郵便局以外の口座振込を
希望される場合は、事務局までお問い合わせください。振込手数料は各自でご負担願います。なお、当センター窓
口での納入は、３月16日以降にお願いします。また、「シルバー友の会」会費（1,000円）は、事務局で受け付け
ますが、窓口事務作業軽減のため同時に納入願います。 

◎「安全標語＆ヒヤリハット体験談」作品募集中！ －安全適正委員会からお知らせ－ 
就業による事故を未然に防止するため、安全標語とあわや事故につながると思った「ヒヤッ」とした体験、「ハ

ッ」と息をのんだ体験を募集しています。また、就業にかかわらず健康管理を含めた安全標語とヒヤリハット体験
談の募集としていますので健康な生活を送るヒントなど、奮ってご応募いただくようお願いします。詳細は２月会
報の折込を参照してください。 
応募方法：応募用紙(２月会報折込裏面)を事務所に持参、郵送、FAX、又は会員番号・氏名を明記しメールでも受付 
締 切 日：令和５年４月14日（金）必着 
入選者発表：令和５年度総会会場にて発表 後日、賞品を贈呈 

 

◎令和４年度『女性役員等意見交換会』に参加して 
１月30日(月)、千葉県教育会館で千葉県シルバー人材センター連合会主催「女性役員等意見交換会」が、県内

13センターの参加により開催され、当センターから神田会長と小髙の２名が参加しました。 
県シ連 藤﨑課長の司会進行により、県シ連 大井会長の挨拶、「芦屋市シルバー人材センター」の好事例紹介の

後、それぞれのセンターの意見交換となりました。神田会長から、ポスターや「オリーブだより」、女性部会の発
足経緯や取組、ちいき新聞やちばテレビ放映によるメディア効果などが、女性会員増加に繋がったとの説明を行
いました。それぞれのセンターでも会員増加に一生懸命です。センターの発展ため、会員の皆さんがアイデアを出
し合い、力を合わせ行動することが大切と感じました。                （小髙 由美子・記）    

“春は名のみの 風の寒さや～♪” と思わず口ずさんでしま
う日々、皆様いかがお過ごしでしょうか？ さて、日本は健

康で仕事や余暇を楽しむ高齢者の割合が世界で最も高い国の一つだそうです。また、
ほとんどのシニア層の働く理由が「健康を維持し社会に積極的に参加するため」 とか。
私も同じ思いでシルバーに入会して〇年。常にゆとりを持って動くよう心がけていますが、時にはヒューマンエ
ラーも起こります。そんな時には仲間に助けられて感謝！ また高齢のお客様から「毎日ここに通ってくる事が
私の健康の源です」とのお声をいただくと、さらに感謝！ 人に支えられている温かみを感じつつ、これからも “仲
間”と共に快適なシルバーライフを目指し、“健康ファースト“ で臨みたいと思います。 （寺崎 文子・記） 
【 2月号編集後記 算数クイズ ABCDxD=DCBA の答え： ABCD=1089 ⇒ 1089x9=9801 】 

 
  

会 員 数：令和５年２月２８日現在 

計 ７６０ 男性 ５７５ 女性 １８５ 

（４） 

 
TEL ７１５５－３６６９ 

FAX ７１５４－１８３９ 

＜ 編 集 委 員 ＞ 

池内 弘行 ・都築 宣治 
羽田野 耕一・寺崎 文子 

作業前 目配り 気配り 安全就業 


